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私
の
ふ
る
さ
と

t

羽
田
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
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政治くで根髄玖に消火

容の火災予防運動期間中の 3月 3目、

消防本部ではダイクマ平塚庖を会場に消

防f訓練を行い、火災予防を呼び掛けた。

-
パ
ス
ケ
部
員
を
募
集

平
塚
ク
イ
ー
ン
ズ
で
は
、
マ

マ
さ
ん
を
対
象
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
部
品
を
募
集
し
て
い

る。
練
習
は
毎
週
土
曜
日
の
午
後

7
時
か
ら
9
時
ま
で
、
ま
た
は

日
曜
日
の
午
後
2
時
か
ら
4
時

ま
で
旭
南
公
民
館
で
。
会
費
は

月
一
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
務
局

(
電
話
回
l
六
五
一
八
)
へ
。

・
津
軽
三
味
線
演
奏
会

師
高
橋
竹
山
の
芸
風
を
引
き

継
ぎ
、
さ
ら
に
新
し
い
独
自
の

世
界
を
め
ざ
す
高
橋
竹
与
と
高

橋
竹
重
の
津
軽
三
味
線
演
奏

会。マ
日
時

4
月
日
日
(
金
)
午

後
6
時
却
分
開
演

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
入
場
料
三
千
五
百
円
(
全

席
指
定
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
湘
南
音
楽

協
会
(
電
話
幻

l
二
四
八
六
)

・
合
同
発
表
会
を
開
く

ひ
ま
わ
り
児
童
合
唱
団
と
リ

ト
ミ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
で
は
、
第

9
回
ひ
ま
わ
り
合
開
発
表
会
を

聞
く
。
入
場
自
由

ゆ
×
縁

。
賠
り
ま
す
①
有
料
離
乳
食
用

食
器
、
歩
行
器
、
子
供
用
手
押
し

車
、
ペ
ピ
l
ベ
ッ
ド
用
か
や
、
ス
キ

ー
ウ
ェ
ア
(
男

・
女
)
、
ホ
ッ
ト
カ

ー
ペ
ッ
ト
、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ

ー
、
グ
リ
ル
パ
ン
、
足
温
機
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
、
I
H
テ
ー
ブ
ル
、
屋
内
ウ

ォ
l
キ
ン
グ
マ
シ
ン
、
学
生
服
、

レ

イ
ン
コ
ー
ト
、
哨
乳
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

お
ぶ
い
ひ
も
、
収
納
か
ご
、
子
供
服

(
回
目
・
女
)
、
ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド
、
タ

総
合
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
・
常
盤
公
園

時
間
半
。
山
口
宇
部
空
港
に
降

つ

も
私
た
ち
家
族
を
優
し
く
迎

り
る
と
、
そ
こ
が
主
人
と
私
の
え
て
く
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
宇
部
市
で
す
。
明
光
幼
稚
園
に
通
う
モ
モ
イ

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
ロ
ペ
リ
カ
ン
の
カ
ッ
タ
君
の
い

る
花
と
緑
、
そ
し
て
彫
刻
は
い

る
常
盤
公
園
は
動
物
園
あ
り
、

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
エ
レ
ク
ト
1
ン、

柔
道
活
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
家
庭
用
サ

ウ
ナ
②
無
料
歩
行
様
、
マ
ッ
ト

レ
ス
、
木
製
い
す
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ

ー
ブ
ル

。
躍
っ
て
く
だ
さ
い
ベ
ビ
ー
カ
ー

(A
-
B
型
)
、
ゆ
り
か
ご
、
ハ
イ

チ
ェ
ア
、
子
供
用
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、

男
子
学
生
服
、
英
会
話
ビ
デ
オ
、
お

む
つ
カ
バ
l
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
、
ブ
ロ
ッ
ク
お
も

遊
園
地
あ
り
、
湖
も
あ
る
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
カ
ッ
タ
君
二
世
も

誕
生
し
、
容
の
一
般
公
開
を
市

民
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
、
空
港
を
中
心
と
し
て
新

し
い
道
路
が
で
き
、
各
地
か
ら

企
撲
を
誘
致
し
て
の
新
し
い
街

づ
く
り
の
計
画
が
実
行
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

マ
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

平
塚
に
来
て
、
今
年
の
三
月

で
六
年
に
な
り
ま
す
。
長
女
の

明
日
香
は
四
月
か
ら
幼
稚
園
、

そ
し
て
次
女
の
佐
保
里
は
五
月

に
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す

が
、
其
土
の
緑
の
中
で
伸
び
伸

び
遊
ぶ
子
供
た
ち
は
本
当
に
楽

し
そ
う
で
す
。

マ
日
時

3
月
幻
自
(
日
)
午

後
1
時
間
演

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
曲
目
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

「み

に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」
、
「
や
ま

た
の
お
ろ
ち
」
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
事
務
局

(
屯
話
M
l
一
三
ニ

O
)

-
集
ま
れ
/
合
唱
団
員

小
さ
な
合
唱
団
パ
ー
ル
グ
ル

ー
プ
で
は
団
員
を
募
集
し
て
い

る。
み
ん
な
と
仲
良
く
楽
し
く
歌

う
会
。
対
象
は
幼
稚
園
か
ら
中

学
ま
で
の
お
子
さ
ん
。
練
習
は

ち
ゃ
、
子
供
用
ぶ
ら
ん
と
、
コ
ン
ビ

ラ
ッ
ク
、
子
供
服
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ

ー
ブ
ル
、
ソ
フ
ァ
ー
、
学
習
机
、
二

段
ベ
ッ
ド
、
洗
溜
機
、電
磁
調
理

様
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
テ
レ

ビ、

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
抑
除

機
、
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー、

ガ
ス

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
ピ
ア

ノ
、
剣
道
防
具
、
茶
道
セ
ッ
ト
、
ピ

ア
ノ
、
自
転
車
、
石
油
ス
ト
ー
ブ、

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

l
l-
-
s
i
l
l
i-
-
-
-
-

平
塚
は
街
も
道
路
も
整
備
さ

“

れ
て
い
ま
す
が
、
市
街
地
の
道

路
が
も
う
少
し
広
く
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

募

毎
週
土
昭
日
の
午
後
2
時
か
ら

4
時
ま
で
苛
少
年
会
館
で
。
会

費
は
月
一
千
五
百
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
務
局

(
屯
話
回
|
八
四

一
O
)
へ。

・
難
聴
者
が
集
ま
る
会

難
聴
・
中
途
失
聴
者
の
方
々

が
集
ま
り
、
お
互
い
に
情
報
交

換
を
す
る
な
ど
親
睦
を
深
め
て

い
る
。
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
ご
参

加
を
。問

い
合
わ
せ
は
、

F
A
X

(出

l
二
六
八
四
)
か
、
は
が

き
で
、

〒
加
平
塚
市
黒
部
丘

m

l
3
神
奈
川
難
聴
者
中
失
者

イ
ヤ
、
ひ
な
人
形
、
人
台

。
不
用
品
受
録
情
報
は
、
地
紙
づ
く
り

課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)
ヘ
。

協
会
平
塚
支
部
へ
。

・
石
垣
山
ま
で
歩
こ
う

マ
期
日

3
月
初
日
(
日
)
、

降
水
確
率
刊
軒
以
上
の
場
合
幻

自
(
日
)
、
以
後
中
止

・
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
午
前
8
時

マ
コ
l
ス
平
塚
駅
|
入
生
田

駅
・:紹
太
寺
:・
石
垣
山
一
夜
城

跡・
・・海
蔵
寺
・・
・早
川
駅
l
平
塚

駅マ
持
っ
て
く
る

物

弁

当
、
雨

具
、
交
通
貨
一
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
事
務
局
(
屯
話
m
l三
四

O
こ

-
定
期
演
奏
会
を
聞
く

平
塚
音
楽
家
協
会
で
は
第
3

固
定
期
演
饗
会
を
聞
く
。

マ
日
時
4
月
日
日
(
土
)
午

後
6
時
開
演

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
曲
目

・
第
1
部
定
期
演
奏
会
(
ピ

ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
)

・
第
2
部
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

曲
オ
ペ
ラ
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚」

H

ハ
イ
ラ
イ
ト
。
ほ
か

マ
入
場
料
ニ
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
事
務

局
(
電
話
M
l
一
八
九
二
)

。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
サ
ー
ク

ル
や
団
体
の
掲
示
板
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
み
な
さ
ん
の

ペ
1
ジ
。
会
員
募
集
、
イ
ベ
ン

ト
案
内
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
壕
市
広
報
広
聴

課

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

集

私
の
た
か
ら
も
の

広
報
紙
四
月
号
か
ら
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
連
載
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
、
盆
栽
、
収
集
物
、

家
宝
、
記
念
や
思
い
出
の
品
々

な
ど
を
二
百
字
程
度
の
紹
介
文

に
ま
と
め
て
お
寄
せ
く
だ
さ

@
送
り

先

〒

加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

“
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図
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勤
め
を
も
つ
お
母
さ
ん

勤
め
を
も
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
の
多
く
は

仕
事
と
家
事
の
両
立
に
迷
い
、
「
こ
れ
で
よ

い
の
か
」
と
自
問
し
な
が
ら
子
育
て
を
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ζ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
お
母
さ
ん
が
子

育
て
を
す
る
う
え
で
配
慮
し
た
い
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す。

①
子
供
が
S
O
S
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
き
た

時
に
は
、
仕
事
よ
り
も
子
供
の
と
と
を
優
先

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「い
ざ
と
い
う

時
に
は
、
お
母
さ
ん
は
自
分
の
た
め
に
尽
く

し
て
く
れ
る
ん
だ
」

と
子
供
が
感
じ
ら
れ
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

②
子
供
へ
の
愛
情
は
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
心
の
中
で
い
く
ら
愛
情
を
感

じ
て
い
て
も
、
言
葉
や
態
度
で
表
さ
な
吋
れ

ば
伝
わ
り
に
く
い
も
の
で
す
。
毎
日
短
時
間

で
も
子
供
と
か
か
わ
れ
る
時
間
を
確
保
し
た

り
、
時
に
は

「
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
あ
な
た

は
大
事
な
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
お

ot--
河川越

。。
'
y
d
h
A

母
さ
ん
自
身
の
言
葉
で
伝
え
た
り
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

③
子
供
と
い
つ
で
も
連
絡
が
つ
く
よ
う
に
、

情
報
を
細
や
か
に
伝
え
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
帰
宅
が
遅
れ
る
時
な
ど
も
、
電
話
一

本
で
子
供
の
心
を
不
安
か
ら
救
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
互
い
に
離
れ
て
い
て
も
、
心
の
中

で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
忙
し
い
時
な
ど
、
つ
い
子
供
に
負
い
目
を

感
じ
て
、
お
金
や
物
で
不
満
を
満
た
し
が
ち

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
わ
が
ま
ま
な
欲
求
に

甘
く
な
り
が
ち
で
す
。
子
供
は
、
そ
う
し
た

親
の
態
度
を
け
っ
し
て
喜
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
の
場
し
の
ぎ
で
は
な
く
、
自
分
を
正
面
か

ら
受
け
止
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。子

供
へ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
に
よ
っ
て

お
母
さ
ん
の
働
く
姿
は
、
子
供
に
と
っ
て
何

よ
り
も
す
ば
ら
し
い
成
長
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
M

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
第
善
小
学
校
北
側

・
電
話
お
l
六
O
一
ニ

サッカー観戦は電車とバスで

• 3月23日(水)午後 7時キックオフ

ベルマーレ平塚対ジェフ市原

平塚競痕場lこは、サッカーを観戦す

るときの駐車犠ガ広い。 JR平嫁

駅、小田急本厚木駅、伊艶原駅から

シャトjレH.ス(直行〉ガ運行される

のでご利用を。

。 申し込みひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受貯付け

・電話 0558-87 -1050 

• FAX  0558-87ー0557

・ 住所干410-32 静岡県田方

郡天城湯ケ島町上船原1120-1 

. 1泊 2食付き、大人4.050円、子供3.530円
。 問 い合わせ交流親善鵠(内線597)

X印満室ム印早 めにrjJし 込 み を O印まだ余裕がある

41 (日) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1213 14 151617 18 19 2021 222324 252627282930 
li耐金土日月 火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月 火水木金土

月I，-_. x x x 'x -x' .;. 0 x x x X 6. 6.ム6.xO休休休×ム xOOOOOxx

「むをう)おま蹴W~王」空き〉献況

包括31-3060体 育 際-問い合わせ

5 j(日)12345678910111213141516171819202122232425262728293031 
|冊目月 火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火
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平成6年 3月寸 5日

マ
日
程
、
内
容

・
4
月
1
日
(
金
)
離
乳
食
の

進
め
方
、
試
食

・
5
月
6
日

(
金
)
赤
ち
ゃ
ん

に
多
い
病
気
と
育
児

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

却
分
1
3時

マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
平
成
5
年
同
月
1
日

か
ら
日
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
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療
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来
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)
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内
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児
科
、
外
科
お
よ
び
歯
科
で
、

平
日
(
月
1
土
隔
日
)
の
夜
間

が
内
科
と
小
児
科
だ
っ
た
が
、

四
月
か
ら
こ
の
ほ
か
に
土
躍
自

の
夜
間
に
外
科
診
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が
加
え
ら

れ
る
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

ア
」
。

育
児
教
室
開
く

広報ひらつか

合狂犬病の予 防注射を
生 後91U以上の聞い犬の笠録と狂犬病予防注射の

日程が決まった。伺人通知lはしないので、忘れずに

予防注射を受廿ていただきたい。料金は5.350円。

・問い合 わせ先 邸境衛生約理課(内線240)
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き
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も
な
く
過
ご
し
、
定

年
後
は
家
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の
中
で

何
も
し
な
い
で
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ん

や
り
し
て
い
た
と
い

う
傾
向
の
人
が
多

@~~~~年貧困園甲沼会窃第38固労働祭のど自慢大会予選会

5月 24日(火)
午後 6時30分間演

市民センターホール

。入場料 S席 4.000円、 A席 3.500円

。前売所 市民センタ一、チケットセゾン、

楽~庖、サクラ件1苫コミック館、花水科

1苫、出口哲l苫

・包括予約は市民センター(屯話32

た
乳
幼
児
の
お
母
さ
ん

マ
問
い
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わ
せ
先
健
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(
内
線
二
五
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の
健
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談

マ
日
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自
(
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)
、
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日
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ロ
日
(
火
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時
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も
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マ
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マ
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心
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ア
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期日

会土

.市商連、市工連、官公庁等の部
・期日 3月27日(目)午後 O時30分~

・会場 平是正MNピル南側広場

※雨天のときは平塚商工会議所

・申込先 商工会総所電話22-2510

4島地区労の部
-期日 4月初日(水)午後6時~

・会場勤労会館

・申込先 平縁地区労屯話22-5279

老
人
ぼ
廿
に
は
意
欲
の
低
下
が
密
接
に
関

係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
遊
び
の
脳
と
い

わ
れ
る
脳
の
右
半
球
を
使
う
音
楽
や
絵
画
、

碁
な
ど
の
ゲ
l
ム
は
、
意
欲
と
直
結
し
た
作

業
を
す
る
。
碁
を
始
め
て
か
ら
、
ぼ
り
の
状

態
が
目
覚
ま
し
く
よ
く
な
っ
た
と
い
う
例
も

あ
る
。
若
い
こ
ろ
か
ら
何
で
も
興
味
を
持
っ

て
積
極
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
ほ
防
防
止

に
は
大
切
な
の
で
あ
る
。

(健
康
課
)

ず
2235)へ

【繁 1部 】「来たれ精主主Jr道ゆく人よj独自口 「来た
れ 主 よJrアヴエマリアJ

【第 2郎 】ウィーンの人々の生活、ヨハンシュトラ
ウスのメロディーによる一幕

φ地区同盟の部
・期日 5月11日(水)午後6時~

・会場勤労会館

・申込先 平縁地区間盟包括21ー7140

問い合わせ勤労会館電話32-3355

.."・

率先会

5月27日(金)
市民センター

トーマス ・ベ ットヒャー-指得
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受
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テ
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世
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友
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を
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を
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田
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あ
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入
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右
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